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1．本書は、観音寺市教育委員会が平成15年度国庫補助事業として実施した、観音寺市内遺跡発

掘調査事業の①丸山古墳周辺試掘調査、②詳細分布調査の概要報告書である。

2．上記①の丸山古墳周辺試掘調査は、㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ四国による電気通信施設（携

帯・自動車電話）建設に係る試掘調査で香川県観音寺市室本町字西丸山690番を対象とした。

②の詳細分布調査は、香川県観音寺市粟井町、木之郷町、杵田町、伊吹町を対象地区とした。

また、重点調査地区として粟井町、木之郷町にまたがる母神山古墳群を対象とし、字三谷地区

の瓢箪塚古墳以東の地形測量を中心に調査を実施した。

3．発掘調査、調査地区内の分布調査及び本書の執筆・編集は、観音寺市教育委員会事務局生涯学

習課　文化振興係　総括主査　久保田昇三が担当した。　また、出土遺物の整理、実測、トレー

スは長井真由美が担当した。

4．挿図の一部に観音寺市全図其の1・其の2（1／10，000）、観音寺都市計画図9、10、12、1

3（1／2，500）を使用した。図面の方位は磁針方位で示し、方位の表示のないものは図面の上方向が北

を示す。また、図面の縮尺はすべてスケールで表示した。

5．母神山古墳群の表記については、同じ母神山でも字名が粟井町分では「母神」、原町分では「母

神」、木之郷町分では「上羽上」・「下羽上」となっているが、古墳群名として混乱をまねかない

ために市教委では「母神」に統一している。

6．出土遺物は観音寺市郷土資料館で保管している。

図面・写真等は観音寺市教育委員会事務局で保管している。

7．本事業の実施にあたっては、室本町新田自治会　会長　小林茂文氏、宗教法人　丸山神社　代

表役員　西田準一氏、請川雄三氏、磯野秀和氏、藤田芳種氏、小林史朗氏、大西治郎氏、発掘調

査に携わった牧野巧氏、松岡豊史氏、坂田昇氏、西山秋久氏、山本正治氏にご協力を頂いた。
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I．丸山古墳周辺試掘調査

（1）調査に至る経緯と経過

平成15年5月27目付けで株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ四国（香川県高松市天神前9番

1号）から電気通信施設（携帯・自動車電話）建設予定地（約175前）かかる観音寺市室本町字
西丸山690番における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いについて照会を受けた。

当該建設予定地は、

①観音寺市指定文化財（史跡・昭和45年3月12日指定）丸山古墳から直線距離で南側約25m

程度の近くであること、
②丸山古墳の所在する丘陵の頂上部周辺であり比較的傾斜が緩いこと、

③丸山古墳周辺のみならず、丘陵の上部や中腹あたりに遺物が散布していること、

④丘陵の南側中腹から下方にかけて字東丸山古墳群（仮称）が所在すること、

などのことがあり、丸山古墳という遺跡の持つ重要性やその性格を考えると、古墳本体のみなら
ずそれに付属する施設や関連する遺構の所在の可能性が十分考えられることや別な遺跡の所在も否

定できないことなどから、今回遺跡の有無の確認を行い開発行為に対する協議資料を得るため試掘

調査を実施するに至った。

（2）調査対象地区の概要（立地と環境）

調査対象地区や丸山古墳のある丘陵は北側にある標高444．22mを頂点とする七宝山から南
に延びた尾根状の丘陵の末端部分に標高約50mの高まりがあり、その頂上部に古墳が所在する。

この場所は瀬戸内海の燵灘の有明浜から直線距離で約500mの比較的海に近い場所にあり、古墳

の頂上部からは讃岐山脈や三豊平野、瀬戸内海が一望できる展望のよい場所に立地している。

また、この場所は丸山神社の境内となっており、墳丘の半分程度が神社建設により失われている
状況があり、昭和22年、平成10、11年度には発掘調査が行われている。直径約35mの円墳

には善石が葺かれ円筒埴輪のほか馬形埴輪、偶蹄目の動物埴輪、鳥形埴輪、蓋形埴輪などの形象埴

輪の存在が確認されている。また、特筆すべきは、石室規模が長さ（現存長）約4m、幅（推定長）
約3．7mの平面プランであることが判明し、埋納されている阿蘇溶結凝灰岩製剤抜式舟形石棺の

配置や遺物の出土状況や残存している周壁の構造から想定される天井部の構造や規模などから考え

ると、複数人数を埋葬する5世紀中葉～後半頃の巨大な初期横穴式石室であることが推測される重

要な遺跡であるといえる。

（3）調査結果

調査期間は平成15年6月20日～平成15年7月2日の実労7日で行い、4箇所のトレンチ（合
計20．63n受）を設定し遺構遺物の確認を行ったが、トレンチ4（T4）の円筒埴輪片1点を除き

遺構遺物の確認はされなかった。円筒埴輪片についても丸山神社建設やその他の開墾による転落と

考えられ、当該開発地域内での埋蔵文化財の所在の可能性は低いことが確認された。

なお、県教委には平成15年7月4日付け観教委生第116号で埋蔵文化財試掘調査の結果を報
告した。また、原因者には平成15年7月4日付け観教委生第115号で、試掘調査の結果と今後

の取扱い（事業実施中に遺跡が発見された場合等）については文化財保護法の規定に十分配慮した

措置をとる旨依頼した。
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Ⅱ．詳細分布調査

（1）はじめに

本事業は、観音寺市内に所在する埋蔵文化財の位置、範囲及び性格等を把握するため詳細な分布

調査を実施し、今後の文化財保護行政の基礎資料とするものである。

平成15年度においては、調査対象地域を観音寺市南部地域（粟井町、木之郷町、杵田町、伊吹

町）に設定し、基本的には踏査や聞き取り調査により現地確認を行い分布調査を実施した。

また、調査対象地区内に重点調査区域を設けた。重点調査区域は粟井町、木之郷町にまたがる母

神山古墳群を対象とし、踏査とあわせて字三谷地区内の瓢箪塚古墳以東の遺跡分布の未詳な部分の

地形測量を行い遺跡の範囲、規模、数量及び残存状況についての調査を行った。

（2）調査対象地区の概要（立地と環境）

今年度の調査地域は、古代讃岐国刈田郡紀伊郷（粟井町、木之郷町）、種田郷（杵田町）に比定
される地域を中心とし、それに伊吹町を加えた地域である。

ここで、調査地区を郷域に分けその概要を記することにする。

①紀伊郷（粟井町、木之郷町）

四国霊場第66番札所雲辺寺がある讃岐山脈（標高910m余り）の徳島県境から北西方向へ下
り四国横断自動車道あたりまでの地域である。

粟井町の山間部（奥谷地区）はこれまでほとんど遺跡は確認されていないが、地形が山間部から

平野部にかわる地域（奥谷～竹成）については弥生時代から中世までの遺跡が点在する。そのおも

なものには、3日の細形銅剣が出土した藤の谷遺跡、弥生中期の集落跡とみられる岩鍋遺跡、藤目

山山麓に点在する藤目山古墳群、日本三代賓録に記載がある刈田氏の屋敷跡と伝えられる乳若屋敷、
長宗我部氏の讃岐攻略の拠点となった藤目城などがある。

粟井神社、於（うへの）神社の二つの延書式内社の存在も見逃せない。両社とも粟井町内にあり

直線距離で約850mの距離にある。特に、延書式によれば粟井神社は田村神社、城山神社と同じ
く讃岐国にある名神大社の一つとなっている。於神社については本殿が古墳の上に建設される形態

をとっている。

また、前述した乳若屋敷の伝承があり、郡名にもなっている刈田氏については、以下に日本三代

賓録の抜粋を記しておくので参考として頂きたい。
貞観4年（862）5月

讃岐固刈田郡人直講従六位上刈田首安雄、散位従七位上刈田首氏雄、阿波博士従八位上刈田

首今雄等三人、改本居、隷左京職、

貞観9年（867）11月
左京人従五位下行直講苅田首安雄賜姓紀朝臣、安雄自言、武内宿祢之裔也

仁和2年（886）5月

・・前周防守従五位上紀朝臣安雄卒、安雄者左京人、助教従五位下種継之子也、・・・安雄父

本姓苅田首、讃岐国人、至干安雄、賜姓紀朝臣、・・・
次に、粟井町、木之郷町、原町、池之尻町にまたがる母神山古墳群については、6世紀前半～7

世紀代にかけて約70基を越える古墳群が形成されている。盟主的な古墳には瓢箪塚古墳（前方後
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円墳）や種子塚古墳（円墳）があり、このほかこれまでに発掘調査が行われたものには千尋神社1

・4・5・6号、久米塚、久米東塚、黒島林1・5・6・7・8・13・14号、上母神4・8号、
下母神古墳群などがある。

②種田郷（杵田町）

現在の杵田町の全域に該当し、瀬戸内海（燵灘）沿岸部から先述の四国横断自動車道付近にかけ

ての地域である。杵田町の中央部には粟井町から流れる粟井川と大野原町から流れる杵田川が合流

した杵田川が地域を二分するように瀬戸内海に流れこんでいる。

この地域内には南海道の駅家がおかれていたことが種田の名称から考えられている。具体的な駅

家の位置は確認されていないが、字山王の日枝神社付近が候補地として説明板が設けられている。

しかし、香川県史に掲載されている推定南海道の延長線上にはなく800m程離れている。

なお、杵田町字十宮からは奈良時代と思われる陶印が出土していることは何かの示唆をあたえてく
れているのではないだろうか。

地域内の古墳については、その数は多くない。現在では存在しないが、字広庄の高塚からは剣、

耳環や円筒埴輪等が出土している。字土井之内では小天王塚や高速道路の調査時に発見された土井

之内古墳などがありこのほかにも何基かの古墳があったようである。

また、四国横断自動車道関連で昭和61年～62年にかけて種田八丁遺跡の調査が実施されてい

る。字十宮、字土井之内にかけての所に6世紀末から近世にかけての竪穴住居、掘建柱建物等の遺
構が確認されている。

（3）分布調査結果

分布調査にあたっての基本作業を次の2項目とした。（平成12年、14年度と同様）

①現在まで確認されている遺跡の現地確認を行い位置等の再検証を行う。（周知の遺跡の再検証）

②文献等はあくまでも参考程度にし、踏査や聞き取り調査を中心に調査を実施し、新しい遺跡の確

認を行う。また、遺跡とは断定できないが、参考となる場所についても記録する。

調査結果を調査地区内遺跡分布図（1）～（5）、調査地区内遺跡一覧表にまとめた。以下に図
表の説明を加える。

◎調査地区内遺跡分布図

・字ごとに境界線を入れ、各字名を付した。

・遺跡の位置は●で示した。

・遺跡の推定範囲は破線で示した。

・図は、観音寺市全図其の1・其の2（1／10，000）を使用したが、報告書掲載のものは任意の
倍率で縮小している。

◎調査地区内遺跡一覧表

・表左欄の遺跡番号と分布図番号は対応している。

以下に、おもな遺跡の概要を記することにする。

①藤白山古墳群【地図・表番号2】

おおむねこか所に分かれて存在する。その一つは粟井神社のすぐ裏手辺りにある。そのうち一基

は道路建設のため墳丘の半分以上が失われて、石室の一部の石材が露出した状態である。直径約10
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mの円墳と思われる。加えてこの付近にあと2基ほどあると思われる。もう一つは藤目山西側の

山麓にあり大野原町との境界付近にある。横穴式石室の片方の側壁と墳丘の半分が残存しているも

のと近くにあと2基ほど所在すると思われる。

②上野古墳群【地図・表番号5】

かっては2基存在していたようであるが、現在は一基のみである。於神社の本殿が墳丘の上に建

てられている。横穴式石室を持つ直径15mほどの円墳と思われる。

③岩鍋遺跡【地図・表番号9】

藤の谷遺跡から約600m余り離れたところにあり、岩鍋池の西側に舌状の地形が池側にのびて

いる場所である。集落跡と考えられるこの場所ではこれまで具体的な発掘調査は実施されていない
ものの、石鉄、石包丁、石斧などの石器類や弥生土器などが時々発見されていたことによりその存

在は知られていた。

④藤の谷遺跡【地図・表番号13】

粟井町の菩提山の西山麓の標高86m付近にあり、明治33年に市内新田町の大喜多氏により銅

剣三口が発見された場所である。井戸の用材を探していたところ、それに適当な石が累積されてい
るのを見つけ、この石積みを取り除いているうちに銅剣が重ねて置かれているのを発見した。現在

は県指定有形文化財に指定され、観音寺市郷土資料館に寄託されている。

⑤藤目城跡【地図・表番号14】

長宗我部氏の讃岐攻略の拠点となったとされる城主斎藤下総守の城で、標高136．5mの主郭は

17mX78mの平坦地で、北側を除く縁辺部で土塁状の高まりがあるが、現在、ミニ八十八カ所

が設けられているためかもしれない。主郭の東側には曲輪が2段あり、南側にも曲輪が1段設けら
れその西南側には堀切がある。

⑥久米塚古墳【地図・表番号18】
明治38年1月に香川県師範学校の荻田元広氏により発掘調査が実施され、平成7年度に市教委

が再調査を行った。直径約21mの円墳で横穴式石室を採用し6世紀後半頃の築造とみられる。玄

門立柱が石室内部に突出していることや、羨道中央部の羨道内仕切石により区切られた玄門側の玉

砂利が敷かれた床面の構造が複室構造を連想させる形態であり本石室の特徴である。石室の天井石
は失われているが、南南西に開口し石室全長6m、玄室長3m、玄室奥壁幅1．8m、羨道長3m、羨

道幅0．88mで排水溝、墓道なども確認されている。

⑦久米東塚古墳【地図・表番号19】
久米塚と同じ尾根上に立地し約25m離れた4m程低い位置にある。平成8年に市教委が残存状況

を確認するために調査を行った。玄室の天井石と思われるものが落下しており玄室の床面の検出は

行っていない。直径約21mの円墳で、石室は両袖式の横穴式石室で南方向に開口し、全長約9m、

玄室長約4．8m、玄室奥壁幅約1．64m、羨道長約4．2mの規模で母神山古墳群中確認されている
ものの中で第2位となる。久米塚と同様玄門立柱が内側に突出し、玄室の側壁がゆるやかな胴張り

を呈することが本石室の特徴である。

⑧久保田塚古墳【地図・表番号41】
名所塚から南に下りながら延びた尾根の突端の標高50m余りのところにある。明治38年1月
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に土地所有者が発掘した記録が前述の荻田元広氏の記録「讃岐史料雑之一」にある。これに掲載さ
れている略図よると両袖の横穴式石室で玄室長1丈位（約3m）、玄室奥壁幅5尺余（約1．5m）

玄室高6尺余（約1．8m）、羨道長8尺位（約2．4m）の規模である。出土品には、耳環4（金環

2を含む）、勾玉、管玉、ガラス玉、須恵器（台付壷、提瓶など）、銅釧、馬具類、鉄刀などがあ
るが、鉄器と土器類は失われている。墳丘直径は約20m程あり、その中央部は陥没しておらず石
室自体は残存していると思われる。

⑨名所塚古墳【地図・表番号43】

標高74m余りの母神山南側部分では最高所に位置する古墳である。以前は天井石が露出してい

たり石室内部に出入りができていたようである。出土遺物等は知られていないが、恐らく盗掘には

あっているだろう。樹木が密生しておりその規模は測りかねるが直径約20mの円墳であると推測

される。また、名所塚の北側に尾根が延びているが、それが名所塚のすぐ近くでいったん高まりを
みせる場所があるので、今回、字片山2号境とした。

⑩上母神8号古墳【地図・表番号64】

三豊総合運動公園拡張事業（自由広場）で確認された墳丘直径約19m（推定）、周溝を含めた墓
域直径は約27m（推定）の円墳である。一つの墳丘に二つの横穴式石室を有し、石室配置は第1

石室が西北西、第2石室は東北東方向に開口し両者の角度は約1250ある。両袖式とみられる二

つの横穴式石室には規模、構造に明確な差がある。第1石室は全長6．5m、玄室長3．4m、玄室奥
壁幅1．6m、第2石室は全長3．8m、玄室長2．6m、石室奥壁幅1．2mである。両石室間の土層の

状況及び周溝の平面プランと石室の配置状況の関係から、二つの石室は同時に構築されたものと考

えられる。なお、築造時期は6世紀末～7世紀前葉のものと思われる。石室のみ移築保存。

⑪下母神1号～6号墳【表番号66～71】

昭和52年度に調査された古墳群である。六基の古墳と溝状遺構などが確認されている。1号境

は横穴式石室、2号境は竪穴式石室、3号境は横穴式石室、4号境は不明、5号境は横穴式石室、
6号境は不明である。（後段の下母神古墳群現地説明会資料掲載の調査地区略図を参照のこと）

⑫高塚【地図・表番号78】

大正4年頃作成された杵田村誌にその掲載がある。それによると、「小サキ丘ノ如ク土ヲ盛ラレ

タルー畝飴ノ廣サノ塚アリタリ…‥青年之ヲ開墾ス然ル二塚中二一ノ石棺如キモノアリテ中

二一振ノ鋸、銅二金ノ象眼ノ耳環三個古代風ノ土器六十個位堀出ス…‥亦此附近ノ田面ヲ高

塚ト云フ」とある。現在は盛土もなく平坦な水田となり農用地として耕作されており、土地の片隅

に供養のためか石碑が建てられている。なお、取り除かれた埋葬施設の石材等は近くのウガミ神社
に運ばれたようだ。

⑱小天王塚古墳【地図・表番号84】

墳丘には「小天王之御跡」の石碑があり、昭和61年に横穴式石室が確認されている。当時の記

録では墳丘の東側と西側に石室があり、西側の石室の詳細は不明であるが東側の石室は略図が残さ
れている。それによると、石室現存長約4m、石室幅0．65～1．2mの規模であることがわかる。

墳丘は周囲が削平されているが直径約20m（推定）程度の円墳ではないかと思われる。

－6－



参考資料

小天王塚古墳東側石室平面実測図

篭‥‥ニ櫓てこ亮
′．一

（下母神古墳群現地説明会資料より）

dヽ　天　王　塚　古’墳　6　霞　城　塵

A　石組　下　的J細　く畢斬伊瑚呵

日　石　組　下　約　dOc故（　　タ　　フ

ー7－

0　　　　　　　　　1M
U＝日日「1日日日「＝



調査地区内遺跡一覧表（※番号は遺跡分布図番号と同じ）

香登 竺跡名 所　 在 竺竺 時代 時期 内容・規模・特徴

：蒲～．＿一一・∴．革帯奉戴軒 ‾－＿－ ．．粟井牢字「や坪＿．＿．＿．： ．‾∴韓韓－．．－ ：．串．散 ．＿・‾＿ ．韓綽庫車
2 藤 目山古墳群 粟井町字射場 古墳群 古墳 後期 （1）粟井神社付近に所在の円墳（直径10m （推定））、墳丘の半分が削平されている。他に2基程度有。
（古墳の総数は不明） （藤目山の北東側、北西側山麓に所在） （2）藤目山北西側山麓に所在のものは横穴式石室が半分削平され露出している。

（3）（2）の近くに2基程度所在。
二．－．－‾＿＿＿3 ：∴・＿＿．寮輩熊榊抽榊杵 ：＿＿．東栄埠寝競林学妾樽率付簿 ．－ ．‾．∴凍境‥．．∴‾． 幸薄さ＿． ・＿二幸‾車．＿こ． 祷鶉粟・・i ・・－・．葦．守＿鴻 葦弁 解辟　　　　　　　　　 ・ニ：・．幸寮蚊接寿・亘 ‾ヰ ‾

4 字竹成古墳（仮称） 粟井町字竹成184 8付近 亘竺？ 古墳 後期 詳細
琴∴．半群葦幸群．－． 葉＃樵寮幸野望申；学．雄 ．雑株韓彬 ．．＿＿ ：．‾素凍㌃ ．＿．＿・‾猿割誉・ ・．境・く．錬 一癖 縫窓 鴻 党務右寮費鶉串ま一様 のキ ‾．－

6 目見堂跡（妙見堂跡） 粟井町字別所298 2．3045付近 寺墜跡 細 （布目瓦、石器等が出土）

．．．‾＿字∴新寮費談、‾ ．∴－・茶寮軒半獣瑳押ぢ率様韓 薄鱒雛＿．‾仁一線画・．嬢連載毎・‾ 袖妄 ・寮婁串中寿磯　　　　　　　　　　　　　 栄華楽観 滞米教学；・．‾．‾：・
8 無量寺跡 粟井町字大谷（菩提山山頂部付近） 寺院跡 戦国・安土桃山 細 （礎石等が残存？）　　　　　　　　　　　　　　 天正年間に焼失か？

．ニ轡・∴．＿＿素摂津錬三．、－ 粟井鞍軍務串擾1：‥・中津軽「 ・＿‾．＿‡凍寒紘壬． 韓牽＿・ ・‾＿・、喪顛圭：：：－．二 絹 ′当来布類姜：＿＿：．こ．＿‾；
ヨ0 蓮知坊跡 粟井町熊岡字熊岡258 2、2583付近 寺院跡 戦国・安土桃山 細 （かっては蓮知坊の井戸が存在していた。）　　　　　 天正年間に焼失か？

．欝．‾．串輝市境＿．‾ ・粟井軒熊帝牢熊留年鼓－・嶋．1、‾一項寧婆付近 － ・‥‾幸韓‾＿・‾！ ・‾‾古．擬 繊 栓塞きき峯 基は横衷・競妾鴬　　　　　　　　 ‾‾鶉斉隼本 尊 一事
1＿三 字藤ノ谷古墳（仮称） 粟井町字藤ノ谷2860 付近 古墳 古竺 不明 細 現存していない
．＿き・．3－∴＿＿顔中簿清談三 ・蔑激軒寄港メ寮卒単車亭ム・．1・．－・ ・．＿．‾．．灘鍬蛤拗軽 ・恒結 ．．．＿申 ．－．韓紬庫堺‾
14 藤目城跡 粟井町字射場藤目山周辺地域 城跡 戦国

安土桃山
天正年間 曲輪、堀、土塁

城主　斎藤氏
、＿＿捧 ‖＿．難事．祷拇榔 牽教鞭 ．祭揖鞍常幸竹凍蜜車喪，：葦や駁1・獲車寮港 ．・：‾ ・．‾．．．簾救難 ・・‾．－．幸・教学二∴‾…＿‥ 細率擬 ＿‾構皐癌 麹単項 醸 癖

き．§ 木下大明神遺跡 木之郷町 散空地 細不
、．＿埠．三．＿・・卑絆斬御恥 ．薄老躯紺華翠葦薙準 †孝轢港． ∴・．一一．．散布堆 ．．． 瀦

18 母神山古墳群　久米塚古墳 粟井町字母神705番地1 古墳 古墳 6c後半 円墳（直径21m）横穴式石室（両袖）（S320 W方向に開口）

石室全長6m　 玄室長3m　 玄室奥壁幅1．8m
墓道有、排水溝有

濯・一学・ 　ヽ′ 滞 積‾．＿．‾ ．∴競穣一・．・‾‾．‾‾
甲・
石 冊‾・　　　 ・・＿．．・＿魯　　　　　　 1－・8、‾．甲．－

要．9 母神山古墳群 字片山1号墳（仮称） 木之郷町字片山49 9－16 ほか 古竺 壬墳 不明 円
：‾考 ′＿一母一椿油葦．瀦群・華村里恒発隼 ‾ ・‾＿‾－．．一藩葦郷好事一三答ヰ9ヰ 草城‥・・．＿‥ 番競‡‾＿＿－ 寺竃瀦半∴こ． 円 録10 ふ1．料勒（・推定・）・．き：∴華衆議右稟・‾・

石 ・、春韻　 薬草薫約率＿．一極∴．掌襲来単樽癖孝m
璽＿璽 母神山古墳群　千尋神社2号墳 木之郷町字三谷494 亘墳 吏竺 不 円墳（直径15m （推定））　　　　　　　　　　　　　　　　 墳丘の一部が削平

・－∴＿葦擾：－＿．年掃串茶寮群 辛．畢雑株3費隼 ‥‾－一幸老＿郷野字芝草草餅 幸横＿＿．‥．： ∴；・．素韓ニ‾∴・ ∴華粥．．．‾－＿＿ 啓境葺．牽強軽 ．擁 碑勲．－．一　　　　　　　　　　　 一墳丘韓圭事榊 幸
24 母神山古墳群　千尋神社4号墳 木之郷町字片山499 －1 古墳 古墳 6C中葉 円墳（直径約16m ）横穴式石室（N400 E方向に開口）、排水溝有

石室全長5．35m　 玄室長3．8m　 玄室奥壁幅1．6m
こ．－こ．・．・－‾葦 ；・‾・一母嬢也古賎群 贅尊疎難事草墳 辛獲 、 ．．一一‥‾一一串境

：‾革掌

‥．．蛮‾‾．．

・・牽

・．1鵜・－
・．・帯競 ： ：．・一一一帖 業 一・一 直往緻塵癖㌫複葉式素餐

長薄．5′8甲 ．輩寮長薮‾字・．甲＿＿一挙糞藻単線 ．－・甲・
26 母神山古墳群　千尋神社6号墳 木之郷町字片山499 －1 古墳 古墳 6C中葉 円墳（直径約12m ）横穴式石室（N40。E方向に開口）、排水溝有

石室全長約4．2m　 玄室長2．7m　 玄室奥壁幅1．4m
；＿．．＿濯ヲ・∴瀕率幽古潰群－＿干脅神社7．号蹟ご＿－ ．＿率素郷牢‾ ．＿＿．＿溝渡∴ ：．＿；葦競：．‾－・：‾＿．－ ・＿漆墳 円・畿．．宅‾由 軽 舟瀬 畑

28 母神山古墳群　千尋神社8号填 木之郷町字片山 古墳 古竺 不
・．．．・・＿．討、‥・‾．．＿＿牛丼的薄塩群＿華発祥雄琴辛辣 ．． ．‾－‾一茶…老郷町緊鞍串＿、・ ．：－．溝棲・ ：：こ・・∴葦競．－．．・ ；率韓・

ヨ9 母神山古墳群　千尋神社10号墳 木之郷町字片山 亘墳 古墳 不＿明 円墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 墳丘の一部が削平

．＿勘・．∴帝神串寮横井三一・千費神祇1・．－・．猥薄韓－ ．．＿ネ家郷町事務串． ．．・‾黄葉＿、 ．．葦競・．－‾．‾． 寮韓－ ．魯境‾く－渡穫亘頑韓発拇 磯努め†‾串本轟妹 ．壊孝義部硝 坪

32 母神山古墳群　千尋神社12号墳 木之郷町字片山 古竺 古墳 不
・・．＿′．＿＿．．葦・葦・ニ‥・．・．辛辣轍・葦・積数＿寮費韓幸：1・・率号横 ・・．・一本素郷町帯革幽‾＿．．－ 事務－．・ ．葦凍∴－ ．不紅
34 母神山古墳群　千尋神社14号墳 木之郷町字三谷 古墳 古墳 不
；滞 薄神串葦半群 辛辛辣社1・、幸牽蹟 ：＿．．葦老杵鞍字善幸 ．‥寮競－‾ 溌♯‾．∴‾‾ 布牲・．．
36 母神山古墳群　千尋神社16号墳 木之郷町字三谷 古墳 古墳 不

．撥・・．．．‖母指幽幸境杵－ニ千尋神祇ラ‥－I軍費濱．一一 票黄鞍芋で．．〆坪．＿＿‾ ・＿市境 ・幸襲烹・：‾二 不由：‾．．‾． 申・一境濾 鮭庫綿両線
！8 母神山古墳群　千尋神社18号墳 粟井町字－ノ坪 古竺 古墳 不 現存していない
．＿簿′′＿・．＿＿疎神中音＃鞍 ・．寮費神社譲；・穀貴賎＿ ニ＿‾＿一幕井軒要一メ．滞＿‾ 葦蹟 亭賛・‾： 不 ．・＿．濱擦・してい率 i
40 母神山古墳群　真鍋塚古墳 粟井町字－ノ坪540－1 古墳 吏墳 不 円墳（直径15m （推定））、破壊が著しいがマウンドがあり石室が残存している可能性も考えられる。

壬 41 母掛率叢．墳塔 久保掛率畢境－ ．．＿・薫瀦樵学アノ坪5．3・ヰ㌣・1∴ 脊境・．－ 孝幸・：： 不明 悶・填 薄径衰擁推定畠 境塩練おお怒滋辣存疫てい竜三．登沐鮨豆不軌

42 母神山古墳群 字片山2号噴く仮称） 木之郷町字片山499 －17，499 －18付近 古竺 古墳 不明 円墳（直径10m （推定））　　　　　　　　　　　　　　　　 名所塚の北側に隣接

・＿．帝 輝神塵葦獲杵．港詐率古格 － ．．．木立卿隼群雄梯坤蜜枠 ．．．素蹟 音檎－＿． 嫁敗軍 田・．‥華簿連立・0歳 推定技横葬式車載 衰轍ま蹄撥塩てい挺。 ・．‾盗権来者

4竺 母神山古墳群　三谷1号墳 木之郷町字三谷485 －2

本之郷町字三谷486
木之郷町字三谷488－1

木之郷町字三谷488－2
本之郷町字三谷488－11

本之郷町字三谷488－18　ほか

古墳 古墳 不 円墳（直径17m （推定））　　　　　　　　　　　　　　　　　 盗掘坑有
．‾：．‾・．）噂・

46

脅裸串葦韓群＿選塞繚賛境

母神山古墳群　三谷3号墳

葦競．．

古墳
古墳‾－．．
古竺

不

不

田・・栄 華穣辛 ・甲推定封　　　　　　　　　　　　　 －・‾輩由 緒

円墳（直径22m （推定））
；、′‥：＿．－‾＿：．粛
：∴＿轡栴絹素裸群．享孝養費韓 ・＿．葦・境＿＿．、 ．∴．素渡 ＿－∴‾ 不 啓．競嬢．薄絹轟瘡寿狩　　　　　　　　　　　　 ‾＿‾漣競坑寮

4§ 母神山古墳群　三谷5号墳 古墳 古墳 不 円墳（直径16m （推定））　　　　　　　　　　　　　　　　　 盗掘坑有

；∴．三；・．．－井草

59

・．．－∴、綽

母

沸韻事漢詩．．．辛半年孝一境‾‥

神山古墳群　三谷7号墳

：一幸境

亘竺

・ニ叢境．－．．：；ニ＿‾－
喜遠

幸

至

（‾塞境嬢齢 穀解凍郡 ．享　　　　　　　　　　　　 ‾‥・濱韓壊寮・＿‾

円墳（直径13m （推定））　　　　　　　　　　　　　　　　 墳丘の半分が削平
．－＿．一三：‾駐

52

．．∴母

母

榊．幽素＿・賛辞‡‾・．

神山古墳群

薬草8寮横－

三谷9号填

．：＿一幸競．‾． 言藩擬；．－＿＿＿‾．・． ．＿‾‥＿華 言韓境譲渡塞寺一擁一凍吏吏き．．

互竺 亘墳 不 円墳？（直径14 m程度？）　　　　　　　　　　　　　　　 地形の変更が著しい

；＿二1－；．－．＿．．辛葦．一

三竺

、・．＿＿‾∴母

母

．一掃舟葦摸群雰

神山古墳群

幕率．球・・皐寮
三谷11号

賎‥．．
墳

言幸幸

三墳

．．：．′．．三幸摸震－：

古墳

．‾一幸・

不

．米韓

方後

魯寮費－＿嫌・．轟車涙捜索）・き．　　　　　　　　 －＿．．細串豆本串締結

円墳？（全長（現存長）18m （推定））　　　　　　　　　 墳丘の一部が削平
こ・＿－・．：・・…・・隼 ‥＿：∴帝神轍葦携帯三業谷津睾素懐．＿ ∴妻妾鞍‾‾＿‾．一一 ．‾：－＿．．＿．葦境－．．＿・：． 不 韓韓・鴻塵 ‾＿．轟這‾‾を株か ．）・・＿　　　　　　　　　　　　　 塞嬢輯脊‾
56 母神山古墳群　瓢箪（ひさご）塚古墳 木之卸町字三谷483

木之郷町字三谷484
本之郷町字三谷485－1

古墳 古墳 6C前半 前方後円墳（約44m ）、周溝有　　　　　　　　　　　　　　 盗掘坑有

．、＿・．：＿・．＿－＿＿．草葉；・・‥－；‥：．．…：・一綽袴率葦競♯ 幸発祥．費蹟∴＿．． ：．．－・こ．＿．＿茶葦郷鞍孝幸事幸喪卓・華・．宰・辛‾．－ ：＿・∴＿孝寮‥＿三‾＿‾ ま巻線予 ニ＿．‾－∴．一帯 ：．・；＿啓・幾三．嬢渡 撮 准家持‾ニ・
5§ ．＿．竺神山古墳群　上母神2号墳 木之郷町字上羽上404 －2 古竺 古墳 不 細不明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 墳丘の大半が失われている

．′．．擁 ：＿′．－‾＿‾・．－‾脅揖轍幸競群・：・．‾土類井草費＃－・． ．＿．．．＿‾茶・葦郷鞍寮薬．．翠米車擁・｛孝：．－．・‾－ ：－＿＿塞競：．‥ ・音楽．‾．・．．－＿．．＿ 不 境．．：嬢嬢鍛練 喪．き・　　　　　　　　　　　　　 ‾；．＿塞廠あ栄養率薯擁 ＿
60 母神山古墳群 上母神4号墳 木之郷町字上羽上404 －2 古墳 古墳 6C後半 円墳（直径8．7m）横穴式石室（左片袖）　　　　　　　　　 現存していない

（木之郷町字上羽上内第1） 周溝有　　　　　　　　　　　　　　　 （記録保存）
．‾軒 ：．＿．－．い．母牛車幸競群＿・・幸薄雑 費嬢‡ ・・∴孝之姉鞍寮並．調薄幸擁チ幸．．．．‾： 幸蹟・＿．．‾・ 工競境．・－‾－： ．幸 群．頼不 ・瀦寿 ＿案を鍛 工

§2 母神山古墳群　上母神6号壌 木之郷町字上羽上404 －2 亘墳 古墳 不 詳細不 現存していない
：∴．一楷 ：‾、：－．．、滞鞭的帯横群．－．．・．幸帝神学一号積・＿・．． ．：・幸、貨．郷鞍寮幸．翠幸凍擁‥「孝．＿＿・ 斉凍誉 ∴享楽．‾∴‾ ．・．．春 ．．一詩碑率 ■由総力減車

64 母神山古墳群　上母神8号墳 木之郷町字上羽上469－内第2－甲外 古墳 古墳 6c末～7C前葉 円墳

・第

（直径19m （推定））、横穴式石室2基（異方向約1250 ）、石室移築保存

1石室　石室全長6．5m　 玄室長3．4m　 玄室奥壁幅1．6m
（N66。W 方向に開口）

・第2石室　 石室全長3．8m　 玄室長2．6m　 玄室奥壁幡1．2m

（N590　E方向に開口）
子．＿‥．・・：、・・．：‥．＿華を．1・・‾′一一滞神西黄嬢糀‾‾幸・轢襟費薄撲 ・．： ∴藩 葦額郭寮幸瀬幸一稗栄華率．：．‾．．．・・・＿： 、．‾：二：：＿幸嬢十 ：・－．：・‥．一事簿誉・ 二．∴‾一瀦‾．寮 ． ．‾．＿．啓瀦．葺・．韓凍串軽 薄簿療養錬鮭　　　　　　　　　 ‾．・一幸競味鮮鴻 競－．：‾
66 母神山古墳群 下母神1号墳 木之郷町字下羽上359－1

木之郷町字下羽上359－2
本之郷町字下羽上400－1

木之郷町字下羽上370－1
本之郷町字下羽上374

古墳 古墳 6c中頃～末 円墳（直径12m ）横穴式石室（両袖）、排水溝、基道有　　　　　 現存していない

石室全長5．4m　 玄室長3 ．5m　 玄室奥壁幅1．6m
；守 菜．・）．．－＿－．・母韓也‥羊墟掛 ．華母祥瑞 渡．－ ・∴－キ素競‾‾‾．、 塞躯；・．・．一一：－ 釣．孝養登未来車寮藩 滝泰　　　　　　　 ＿‾－：．＿一塊軽舟 極 も‾き・

薮朱‾　－・車．．．・
68 母神山古墳群　下母神3号墳 古墳 古墳 円墳（直径12～13m ）横穴式石室（両袖）、排水溝有　　　　　　 現存していない

玄室長2．8m　 玄室奥壁幅1．8m
：・：こ．＿：‥．・＿幸糾．
70
二＿・：＿、瀕
母
瀦擁薄幸杵‡．．－1・

神山古墳群

軍費漱 発

下母神5号

躾て
墳

．＿‾車蹟

古墳

∴－．：．‾．．＿＿番寮∴＿．・．：．－：－

古墳

、＿・‾＿辣軒瀦

円墳？

石室現

・雑車軸未満議擬、．；‾‾－＿‾・　　　　　　　　 ：‾－＿．瀕 軽舟 車庫亘．‾－・

（詳細不明）横穴式石室（右片袖）　　　　　　　　　　 現存していない
存長4 ．6m　 玄室長3．5m　 玄室奥癖幅1．1m

、．、：－：．．∴．；＿亨・．．ヨ・・．：－．ニ；．．＿．‾＿．．－滞雑鈍葦襟帯．＿－．－．辛微掛率薄嬢．∴－ ；∴薬．・競壬；：‾．．‾ 塞楽二 ．：＿＿‾．・串鏑・．．；‾蛍 弗素轍‡・∴．　　　　　　　　　　　　　 －・壊存隼阜；・痺鋲．：．：．＿‾－
7三 谷竪竺竺 木之郷町字谷田573 －1？ 経塚 詳細不 現存していない
∴∴、．；．：学凝：：∴・＿・＿蘇孝幸簾．．・‾、 ．：．＿藩 、‾孝純堆寮串韓等：・華串学．．・： ；・：＿＿・．＿．キ競・．．∴．．：・．＿．：．三‾＿・ ．．＿－：．競躯．・＿．；．：＿：．．ニ； ・‾．：＿．．一棟耕．．＿．．－‾※幸紳不 ；．．＿－兼寿穣 軽率 ・、‾＿．‾－
Z竺 公明文荒神
．ヽ．．

杵田町字上出甲262 －1 祭祀竺 詳細不

．．－．∴ニ葦・・：．‾・、．．．＿－・』塵庫額壌敏和醇 …－・拝階鞍手楽節甲斐草や：．・撲－＿‾＿・ ′＿‾：・詳湘率
Z§ 禁聖城跡 杵田町字北岡ま責二は字花ノ井付近 城跡 戦．国 詳細不 城主　香川氏？

・、－I∴選軍．．・・：・・：・∴♯激や黄塚－．－＿．．ニ ．．．炸帯解贅恭滞法事熊や轢准‡．；．．－・．： ．．－‾．．．：．瀦摸．‾一一＿‾．‾ ∴‾．．韓躯率 ■廟擁廠
Z8 高塚（野津古古墳） 梓田町字広庄乙3155 －1周辺 古竺 亘竺 詳細不 現在は田
．．：．三．．－．簿・こ．．．．塞寮‡‥ ・一一梓鮮牢贅木塀妾孝串串率 ．‾塞恥∴‾－ ．．－＿渡米∴‾：＿ ．‾．幸 帯．‾鞍　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿：‾兼 ね凍所木
竺 里山遺跡 杵田町字申出甲787、甲785付近 二見竺 江戸 太 洋戦争中飛行場建設のために取り除かれた。榎の大木があった。

…：ゴ＿＿・．‾＿‾尉＿－：．：三一・＿幸＃靭匪 ∴‾撥賠鞍寮希穏．．一茶‾・去＿．寮岡ノ擬姜・薄地韮健滋孝＿－：：ン 駿鮮‾．‾－ 洋‾率船 舶 が束索癒帝－ため一業捷鏑－幾枚老練率1如：一剃な鴻鰊め競能性寮　一一
82 杵田八丁遺跡 杵田町字土井ノ内、字十宮 集落跡等 冨哀 6。菜 古墳時寸t　 竪穴住居、掘立柱建物、古墳（土井之内古墳）、満状遺構、土墳墓

近世
～
塗世

中　　 世　 掘立柱建物

・∴．‾‾－・華単敲華糖‡．．．・ ∴鞍階鞍手栄華市中妥∴ ．－：．．‥・溝貴‾．．・・．．－＿＿・‾：－；
84 小天王塚古墳 杵田町字土井ノ内丙201 古墳 古墳 後期 円

東
西

（直径約20m （推定））横穴式石室2基？（異方向）「小天王之御跡」の石碑有

石室　石室現存長約4m　 石室幅0 ．65～1．2m
石室　詳細不明

；・：－・：：、－ニ・尋翫去業務尋専紅車庫雑嫁圭 ‥：－：・：：‾三梓絹井草幸港素特務き薄軒．．＿‾－： ．藩競・－．：∴‾： ．－．．‾－．鴻渡鳥 ‥‥．－∴．韓 ・痔競藻径紡 擁 雑 穀凍 栄蜜杏葉守一　　 ．ま．・、鴻寮擁 二察・・車亘：．‾：
竺 土井ノ内丙223番地塚（仮称） 杵田町字土井ノ内丙223？ 古竺？ 詳細不 円墳（直径約10m （推定））

誉こ．殻．秘事簿‡．‾． ・・．‾聯畔鞘舶載辣豆本

柑

ー8－



出土遺物 遺物保管場所 調査年度 報告書 参考文献資料
誓㌍栄華喪章売上≦誓空車未定 三豊郡史

須 器（広口壷） 観音寺市郷土資料館

ア㌍空車幕圭患 「字幕ふ
須恵器片が散布 「■■嶋一一一一一一一一鴫．．．＿．．＿＿　　　＼
不 ；手管空車幕竜三ふ 竿や圭定

不 1～～ 　　　＼不 不 アマや喪主 轟議定‡ 「午 幕定 粟井村法

不 「一、－－－－－－－－－－－ 、、、、＿．．＿＿ 粟井村誌

弥 土器、石器　 等（表面採集き 競 寺市郷土資料館 ア㌣空 車ヰ憂患 「 宰未 定 観音寺市誌

「‾■■一一一一一一一一一－ 、、一一一k 粟井村法

剣、玉、耳環 不明 「 ㌍空車本 題 ㌍ 隼未 定

不明 1－－－－－－－－－－－＿　　　＼細形多銅剣3日出土（大書多寛氏所蔵） 観音寺市槍土資料館く寄耗） ア㌍空き享幕圭迄 焦 観音寺市誌

香川県中世城館跡詳細分布調査報告　2003
南海通紀、南海治乱記、西讃府志、古今諌岐名勝図絵、日本城郭大系　等

深㌍空や幕未定 ㌍㌣圭定 観音寺市誌

「‾■、一一一一一一一一－　　　＼弥生式土器、須恵器 誓㌍空 車幸未定志 手勢享克之

大刀、鍔、耳環、馬具（轡等）、鉄線 寺市郷土資料館 H 7 1 0 ～H 8 2 1 996 3 久米塚古墳発掘調査概要報告書

須恵器（高坪、広口壷、董坪、ガラス小玉、管玉、婆　 等 鎌田共済会郷土博物館 讃岐史料雑之－（（財）鎌田共済会郷土博物館蔵）

瀬戸内海歴史民俗資料館紀要　第 6号

鍔

頚
環、紡錘

巻く高野、

車、

董坪、秘蛛猷 事、広口壷　 等
穐′

譲岐史料雑之一日財）鎌田 握土博物館厳）

「－一、－．－－－－－－－－　　　＼■ ヽ
銭

ヽ
切子玉、 、　刀、
管玉、ガラス玉

刀 、

、土玉　等

観音寺市誌
「‾■、．・一一、．－．．一一一、－ 、　　＼

「㌍空車素読患 ㌍宰立志
須恵器（高杯、ハソウ）、土師器（高坪、耳坪）

鉄敵、刀子、鉄斧、鎌、腕輪、勾玉　切子玉　等
観音寺市郷土資料館 S47 12～S48 3 1973 母神山古墳群千尋支群第

観音寺市誌
6号墳発掘調査概要

額 器（高野、坪、器台、捷瓶、婁）、直刀、鉄線 載 寺市郷 料館 Sポ＝2～S483 1973 母神山古墳群千尋支群第 6 号壌発掘韻査概要

刀 能淵灘、勾玉、管玉 等
須恵器（塔身、坪蓋、台付直口重）、刀子、鋤先 観 寺市郷土資料館 S4712～S48 3 1973 母神山古墳群千尋支群第 5　6号墳発掘調査概要
ガラス小玉、管玉　等 観音寺市誌

ア㌍宰隼｛読⊥ 誓空車豪志
1 －－－－－－－－－－一一－ 、－一一、－．．＿＿

「㌍空車轟憂患 アヤ未定

「一一一、叫一一一一一一－　　　＼ア㌍空車幕豪三三志≧ア空木定

「．■、一一一一一一一一一－　　　＼誓㌻空車蕪豪定立 「字幕定
「‾■、－一一一一一一、．．．．．．＿＿＿、－－、－
；ア㌍空車蕪轟工ふ 「空未定

「一、－－．－－－－－－、－　　　＼手㌣十事績定窓 「隼未定≦

「－■、一一一一一一一一、■．．＿．．＿＿、　　＼
「㌍や喪幕末主よ 「隼宣ふ

「‾■、一一一一一一一一一－ ＿、、、、．．．＿＿ 讃岐史料雑之－（（財）鎌田共済会郷土博物館蔵）
．．一一 A・

剣
銅鮒、勾

臭く轡、鍵

玉、管

等き車

玉、ガラ
現在lま
ス小玉
失われている

譲岐史料雑之一日財）鎌田共1
瀬戸内海歴史民俗責料館紀要

済会郷土博物館載）
第6号

1－■、一一一一一一一一．虹．＿．＿＿　　　＼不 誓㌣空事轟ふふ ㌍空襲立志

不 H1511～H16 1
（地形測量）

20043 観音寺市内遺跡発掘調査概要報告書
（詳細分布調査概要報告書　2004　3）

（A）
不 （B）
不 （C）
不 （D）
不 （E）
不 （F）
不 （G）
不 綿き
不明 （I）
不明 （の
不明 S632（地形測量） （K）
不明 州5日（地形測量） （L）
須恵器、円筒埴輪（土師質、須恵質） 観音寺市郷土資料館 S62　2～62　3

（周溝確認）

S632一一63　3
（地形測量）

H7 5
（周溝確認）

無 香川県埋蔵文化財調査年報平成7年度 19963

観音寺市誌

不 て㌍空や幕豪 云 「字幕売主

不 1－■■一一一一一一一一一一一－ 、　　＼

不 ア㌍空車蕪未定云 「空㍉定 上母神第4号墳発掘調査報告書
耳環、管玉、ガラス小玉、鉄線、鉄刀、

刀子、鎌、鉄斧、馬具、須恵器　等

観音寺市郷土資料館 S53　3 19789 上母神第4号填発掘調査報告書

不 誓「空車幕売主云 苧空車宣長

不 「‾一、－－－－－－－－鴫．．．．・．．．＿　　　＼

不 ア㌍空㍉撮 定三‡ア空未定

須恵器（董坪、高塔、広口壷、短頸壷　等）、耳環、鉄錬、
ガラス小玉、算盤玉、管玉　等

観音寺市郷土資料館 H82一一日8 9 19983 観音寺市内遺跡発掘調査概要報告書　上母神8号古墳

紡錘車、鉄敵、ガラス小玉

須恵器 競 市郷土資料館 H82・－H8 9 19983 観音寺市内遺跡発掘韻査 書 上母神8号古墳
耳環、紡錘車、須恵器（蓋坪、平瓶、、ハソウ、壷） 観音寺市郷土資料館 S5210～S533 無 下母神古墳群現地説明会資料 19783 13

四囲横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　第5冊　長砂古遺跡
褒 蛮

耳環、鉄線、鉄斧、刀、刀子、勾玉、算盤玉、管玉、

須恵器（董塔、高坪）、土師器（椀）、ガラス小玉、銅製鈴釧
寮惹器（周溝より）

管玉、ガラス玉、刀、鉄線
須恵器（杯、提瓶、高塔、台付壷、短頸壷、J＼ソウ）

「‾、鴫一一－一一一一、．．．＿．．＿＿　　　＼須恵港 観薯寺市鱒土資料館 手管や！辱養患 ア誉㍉定
「‾■■一一一一一一一一一－ 、　　＼
誓㌍空き車高定立 「宰未定 香川県史1原始・古代
「‾一、－－－－－－－－－ 　　　＼ 南海通記、西讃府志、日本城郭大系　等
㌍㌍空車ヰ定立 「字幕定

円 輸1点　その他　剣、耳環、土器等が出土したとの記録がある。 観音寺市郷 料館 「－‾、－鴫†一一一一一一、．．．＿．＿＿、　　＼ 杵田村誌
ア㌍空車圭憂患 「宰宣長
「．鴫一一一一一一一一一－ 、一一一、■．．＿ 三豊郡史（写真）、観音寺
ア㌍空車宣言二 「隼圭定 観音寺市誌、香川県史1原

須恵器、土師器、越州窯系青磁、瓦器、備前焼
鉄鎌、耳環、石錬、白磁、東播系こね鉢　等

香川県埋蔵文化財調査センター S614～S61日
S62 1
S62 6

1988 3 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　第5冊　炸田八丁遺跡

陶印（1点） 轍 市郷土資料館 「「隼辱未定志 ㌍十来意 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘韻査報儀・第5冊 柿缶八丁遺跡
周辺採集遺物　須恵器（聾）、鉄刀、弥生土器 香 埋蔵文化財調査センター S6112

（石室確認）

「㌍やや宣ふふ 「空圭定
1－－－－－－－－－－－－、＿＿＿＿、　　＼

須恵器片が散布
「㌍空車圭圭云二
1 、－－－叫一一＿

アサ未定
、一、－、．．＿＿

ナイフ胎石器、縄文土破く黒土8∬相当細）、弥生土器、須恵器 観音寺市鰭土資料館 S50発見
「－■、．－．．．．．．．．－．一一．一一、－

無　　　＼ 観音寺市紘
伊吹島研究資料叢書一　伊吹島の歴史をたどる、観音寺市誌
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4．重点調査地区

（1）重点調査地区の概要

本年の重点調査地区は粟井町、木之郷町部分の母神山古墳群を対象とした。なかでも、木之郷町

字三谷・字上羽上地区に所在する遺跡の調査を実施した。当該地区は母神山古墳群の中でも中核的

な場所に位置すると考えられるが、これまでこの地区について分布図も作成されてはいたが、特に

瓢箪塚古墳以東の古墳の所在や数の点で不明確な部分が多く、今後の埋蔵文化財の保護の観点から

も具体的な資料を把握しておく必要性があり、今回地形測量を中心に古墳の規模、数、残存状況を

確認する調査を実施するに至った。

なお、調査地区内とその周辺の母神山古墳群には、主体部は未調査であるが前方後円墳に周溝や

外堤を有し須恵質の円筒埴輪が出土している全長約44mの瓢箪塚古墳（6C前半）や一墳丘に2

基の横穴式石室を有する直径約19mの円墳に周溝を有する上母神8号古墳（6C末～7C前葉）

直径約30mの円墳で複室構造の横穴式石室（全長9．8m）から銀製立飾や単鳳環頭大刀柄頭、三
乗環頭柄頭、金銅製馬鈴が出土した錐子塚古墳などをはじめ、かっては約70基ほどの古墳群が形

成されていた。

（2）調査結果
これまでこの地区に所在する古墳は黒島林支群とされ黒島林〇〇号境とされてきたが、実際は土

地所有者が黒島神社ではなく数名の個人所有の民有地であることやその数が未確認のものがあるこ

と、また古墳名や位置についても資料により不明確な点がみられたが、今回の調査により古墳の数

と位置をほぼ把握することができたので、古墳が所在する字名に基づき名称及び番号を再設定した。

以下に、各古墳の概要や特徴を記することにする。

（母神山古墳群（字三谷、字上羽上地区）地形測量図参照）

①三谷1号墳

最高所が標高約52．6mであり直径約17m（推定）、墳丘現存高約1．4mの円墳である。墳丘の

中心部には南方向からの約5．5mX2．5mの盗掘坑があり、盗掘坑内には石室に用いられたとみら

れる石材は確認できないことにより主体部は少なからず影響を受けていると思われる。また、副葬

品についても確認できなかった。

なお、墳丘の北側には約15mX4mほどの他では見られない平坦なスペースが存在するが、後世

の開墾によるものかどうかは不明である。

②三谷2号墳

1号境から南西方向約8m離れた位置に所在する。最高所が標高約50．8mであり直径約17m（推

定）の円墳とみられる。墳丘中心部には南方向からの約4mX2．5mの盗掘坑があるほか長径1．5

mの円形の盗掘坑がある。また、墳丘の南側については開墾によるものと思われる地形変更を受け

ており墳丘とそれ以外のものとの区別ができない状態である。

（診三谷3号墳

最高所が標高50．8mあり直径約22m（推定）、墳丘現存高約3．2m（推定）の円墳である。墳

丘中心部のやや南寄りに径約2mの盗掘坑がある。また、この場所はミニ四国八十八ヶ所の第65

番札所となっていることや後世の盗掘等により影響を受けているものか墳丘中央部が窪んだ状態と

－15－
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なっている。しかし、大きく地形が変更されていない状態であるので、主体部には盗掘が及んでな

いものと思われる。

④三谷4号墳
3号境に接し少し高い位置に造営されている。最高所は標高約51．4mあり直径約18m（推定）

の円墳である。墳丘中央部には両方向からの約7mX2．5mの盗掘坑がある。1号、2号境と同様

に盗掘坑からは石室の石材は確認できない。墳丘の北側については長さ約10mに渡り通路や土取
りにより削られたとみられる地形となっている。

（9三谷5号墳

2号境の北西側約5m離れた所に位置する。最高所は標高約50．4mであり、直径約16m（推定）
の円墳である。墳丘中央部には約3mXl．5mの浅い盗掘坑がある。墳丘東側には周溝状の地形が

一部残存している。

⑥三谷6号墳

3号境から約7m、4号墳から約3m、5号墳からは約6mの距離の所にある。最高所は標高約5
0．2mあり、直径約16m（推定）、墳丘現存高約2．4mの円墳である。墳丘中央部には約5mX4．

5mの盗掘坑があり深さは約1．4mあり、広さ深さともこの地区では最大のものとなっている。

他に、墳丘中央部からやや南寄りのところに約2．5mX1．3mの盗掘坑も存在する。このどちらか
らも石室の石材は確認されなかった。

⑦三谷7号墳
墳丘の半分が失われている。最高所は標高約47．6mあり、直径約13m（推定）の円墳である。

瓢箪塚古墳に最も近く、後門都側の周溝に約5mしか離れていない。

⑧三谷8号墳

1号境から北東方向約2．5mの非常に近いところに位置する。最高所は約51．8mで直径約11

m（推定）の円墳である。マウンドは他のものに比べ低く約1m程度である。

⑨三谷9号墳

2号境の南西側に山道をはさんで位置し、最高所が約48mある。地形の変更が著しいが直径約
14m（推定）の円墳と思われる。

⑲三谷10号墳

最高所が約53．6mあり、墳丘現存高は約2．6m程度のものである。墳形については開墾等によ
り地形変更されてはいるが前方後円墳の可能性が高い。特に、墳丘の北側については後門部からく

びれ部、前方部にかけてのラインがその地形から観察できる。ただし、前方部の形状が明瞭ではな

く、断定Lがたい点もある。今後、詳しい調査の機会を待ちたいが、仮に前方後円墳でありとする
なら推定全長25mはあるのではないだろうか。墳丘南側については激しく削られている。盗掘坑

は一カ所長径約2．5mの円形のものがある。

⑪三谷11号墳
瓢箪塚古墳の北東側に所在する。墳丘の一部が削平されているが前方後円墳あるいは双円墳の可

能性が高い。現存長は約18mである。10号墳同様今後の詳しい調査の機会を待ちたい。

ー17－



⑫三谷12号墳

最高所が約48．2mあり、直径約8m（推定）の円墳と思われる。墳丘中央部に径約1mの円形の

浅い盗掘坑がある。マウンドは8号境と同様に低く約1m程度である。ミニ四国の第63番札所が
設けられている。

（3）まとめ

以上、今回確認した三谷地区の12基の古墳の概要を記した。この数の古墳が集中して存在する

のは母神山古墳群のなかでも他に見当たらない。母神山の標高72．6mをひとつの頂点として北西

方向に細く延びる尾根が10号境をすぎる付近で緩やかに広がりはじめるあたりに集中して古墳が

営まれている。その多くは程度の差はあれ盗掘や開墾によるものと思われる地形の改変を受けてい

るのが現況である。特に、盗掘坑は1号、2号、4号、6号で大きなものが認められ、最大のもの

は6号で主体部は深刻な影響を受けていると思われる。また、開墾によるものと考えられるのは、

7号、9号、10号であり、7号は墳丘の半分が失われている状況である。それぞれの盗掘坑を観

察すると石室の石材と思われるものや副葬品等が皆無と言っていいほど確認されない。盗掘の程度

にもよると思うが、石垣や水路建設のためにすべて抜き取られたものか、あるいは石室まで達して

いないのか、現段階では後者の方を願いたい。

石室の石材や副葬品が確認できないことにより個々の埋葬施設がどのようなものであるかや築

造、埋葬時期を考察できる材料は得られていない。よって、瓢箪塚古墳との前後関係や12基の古

墳がどのような時期や順序あるいは性格を持ち築造されたかは今後に残された大きな課題である。

また、前方後円墳がこれまでは瓢箪塚古墳のみであることされてきたが、新たに10号填、11

号境についてはその可能性が考えられる。今回は地形測量のみであったので今後の発掘調査の機会
を待ち確認すべき事項である。

最後に、母神山古墳群についてはこれまで簡易保養施設や運動公園の建設、住宅地開発や民間企

業の各種開発が行われ多くの古墳が記録保存や移築保存等が行われたものの現状保存ができないま

まに失われてきた現実がある。今回、調査対象にした瓢箪塚古墳を中心とした字三谷、字上羽上地

区に所在する古墳は母神山古墳群の形成過程で中核的な役割を果たした入物群の墓域であることや

その学術的価値は誰もが認めるところであろう。そのような重要な意味を持つ本地域の遺跡の保護

施策については、特に慎重を期すべきであると考える。
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5．写真目次

1．母神山古墳群

2．母神山古墳群

3．母神山古墳群

4．母神山古墳群

5．母神山古墳群

6．母神山古墳群

7．母神山古墳群

8．母神山古墳群

9．母神山古墳群

10．母神山古墳群

11．母神山古墳群

12．母神山古墳群

13．母神山古墳群

三谷1号墳

三谷2号墳

三谷3号墳

三谷4号墳

三谷5号墳

三谷6号墳

三谷7号墳

三谷8号墳

三谷9号墳

三谷10号墳

三谷11号墳

三谷12号墳

真鍋塚古墳

14．母神山古墳群

15．母神山古墳群

16．母神山古墳群

17．母神山古墳群

久保田塚古墳

名所塚古墳

上母神1号墳

上母神3号墳

18．藤目山古墳（1）

19．藤目山古墳（2）

【遺跡一覧番号44】

【遺跡一覧番号45】

【遺跡一覧番号46】

【遺跡一覧番号47】

【遺跡一覧番号48】

【遺跡一覧番号49】

【遺跡一覧番号50】

【遺跡一覧番号51】

【遺跡一覧番号52】

【遺跡一覧番号53】

【遺跡一覧番号54】

【遺跡一覧番号55】

【遺跡一覧番号40】

【遺跡一覧番号41】

【遺跡一覧番号43】

【遺跡一覧番号57】

【遺跡一覧番号59】

【遺跡一覧番号　2】

【遺跡一覧番号　2】

20．藤目山高墳出土須恵器（観音寺市郷土資料館蔵）

21．岩鍋遺跡遠景

22．上野古墳

23．乳若屋敷跡

24．母神山古墳群

25．母神山古墳群

26．母神山古墳群

27．母神山古墳群

28．母神山古墳群

29．母神山古墳群

30．母神山古墳群

31．母神山古墳群

32．油井の高塚の跡

久米塚古墳

久米塚古墳

久米東塚古墳

久米東塚古墳

上母神8号墳

上母神8号墳

上母神8号墳

上母神8号墳

【遺跡一覧番号　9】

【遺跡一覧番号　5】

【遺跡一覧番号15】

【遺跡一覧番号18】

【遺跡一覧番号18】

【遺跡一覧番号19】

【遺跡一覧番号19】

【遺跡一覧番号64】

【遺跡一覧番号64】

【遺跡一覧番号64】

【遺跡一覧番号64】

【遺跡一覧番号78】

33．油井の高塚出土の円筒埴輪（観音寺市郷土資料館蔵）

34．小天王塚古墳

35．土井之内丙223番地塚

36．陶印出土地

【遺跡一覧番号84】

【遺跡一覧番号86】

【遺跡一覧番号83】
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頁

（北東側から撮影）…・22

（北側から撮影）

（南南東側から撮影）

（南側から撮影）

（東南東側から撮影）

（北北東側から撮影）

（北北西側から撮影）・・・23

（西南西側から撮影）

（北北東側から撮影）

（北西側から撮影）

（北東側から撮影）

（西側から撮影）

（南側から撮影）…　‥24

（西側から撮影）

（北側から撮影）

（北西側から撮影）

（南側から撮影）

（南側から撮影）

（北側から撮影）…　‥25

（北側から撮影）

（北西側から撮影）

（南東側から撮影）

（羨道から玄室方向）

（玄室から羨道方向）・・・26

（羨道から玄室方向）

（玄室部の状況）

（第1石室第2床面）

（第1石室第1床面）

（第2石室第2床面）

（第2石室第1床面）・・・27

（南側から撮影）

（東側から撮影）

（南側から撮影）

（北東側から撮影）



1．母神山古墳群　三谷1号墳 2．母神山古墳群　三谷2号填

3．母神山古墳群　三谷3号墳 4．母神山古墳群　三谷4号墳

5．母神山古墳群　三谷5号墳
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6．母神山古墳群　三谷6号墳



7．母神山古墳群　三谷7号墳

9．母神山古墳群　三谷9号墳

11．母神山古墳群　三谷11号墳

8．母神山古墳群　三谷8号墳

10．母神山古墳群　三谷10号墳

12．母神山古墳群　三谷12号墳
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13．母神山古墳群　真鍋塚古墳 14．母神山古墳群　久保田塚古墳

15．母神山古墳群　名所塚古墳

17．母神山古墳群　上母神3号墳

16．母神山古墳群　上母神1号墳

18．藤目山古墳（1）
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19．藤目山古墳（2）

21．岩鍋遺跡遠景

20．藤目山古墳出土須恵器

22．上野古墳

23．乳若屋敷跡
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24．母神山古墳群　久米塚古墳



25．母神山古墳群　久米塚古墳 26．母神山古墳群　久米東塚古墳

27．母神山古墳群　久米東塚古墳

29．上母神8号墳（第1石室第1床面）

28．上母神8号墳（第1石室第2床面）

30．上母神8号墳（第2石室第2床面）
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31．上母神8号墳（第2石室第1床面）

33．油井の高塚出土の円筒埴輪

32．油井の高塚の跡

34．小天王塚古墳

35．土井之内丙223番地塚
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36．陶印出土地
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調査期間 調査面積

2m

調査原因

市町村 ：遺跡番号

はがみやまこふんぐん
母神山古墳群

かんおんじ　し
観音寺市

題
I
I
l37205　t
I

34度 133度 20031105～ 約12，240 観音寺市内遺跡
みたにいちこつふん
三谷 1 号墳

きのこつ
木之郷町字三谷 暮

l 6分 4 1分 20040130 （地形測量） 発掘調査事業
～

みたにじゅうにごうふん
三谷 1 2 号墳

4881，488－2

488－18，483

488－11，484

485－2，486

l
l
暮
義
l
l
l
t
量
暮
I
暮
t
l
】

16秒 29秒

まるやまこふん
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l
l
l

37205 ： 34度 133度 20030620～ 20．63 電気通信施設

むろもと
室本町字西丸山

書
暮
l
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691番 I
l
l
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I
l

43秒 5秒 建設事業
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母神山古墳群

三谷 1 号墳

？

三谷12号墳

古　 墳 古　 墳 古　 墳 12基 不　 明 ・母神山古墳群内にあり、全長約44m の墳

丘に周溝を有する瓢箪塚古墳 （前方後円

墳）の東側に所在する古墳群

丸山古墳 古　 墳 古　 墳 古　 墳 1 基
鉄刀、鉄剣、円筒埴

輪、形象埴輪（馬形

埴輪など動物埴輪）

など

・直径約35mの古墳時代中期（5C中葉～後半）の円墳

・埋葬施設

縦約4m（現存長）×横約3．7（推定長）mの横穴式石室に

阿蘇溶結凝灰岩製到抜式舟形石棺が哩納されている。
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